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改
善
事
業

築
く

木

代

子

土
の
上
に
さ
、
や
か
な
歴
史
を

す
ば
ら
し
い
あ
し
た
の
た
め
に

今
日
の
農
業
を
引
継
ぎ

今

原

野

を

拓

き

耕

し

機
械
と
若
い
力
が

土
を
愛
し
て
生
き
て
き
た

悠
久
の
昔
か
ら

営
々
と
人
は
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総

務

課

六

日

選

挙

管

理

委

員

会

七
日
よ
り
第
一
回
定
例
村
議
会

一
五
日
月
例
監
査

二
三
日
消
防
団
幹
部
会

-

ニ
四
日
区
長
会

ニ
八
日
選
挙
管
理
委
員
会

三
一
日
選
挙
管
理
委
員
会

ク

福

島

県

諮

会

議

員

選

挙

告

示

税

務

課

三
日
ー
一
五
日
所
得
申
告
受
付

二
二
日
納
税
組
合
長
会
議
本
庁

二

三

日

ク

・

支

所

住

民

課

中
旬
国
保
健
康
家
庭
表
彰

ク

優

良

児

表

彰

i

ク
保
健
婦
補
助
員
会
議
．

一
五
日
鉤
虫
卵
后
期
検
便
実
施
（
竜
崎
地

区）

二
二
日
須
釜
児
童
館
満
了
式

建

設

課

二
日
竜
崎
舗
装
工
事
入
札

月
間
．
各
補
助
事
業
精
算

産

業

課

二
日
た
ば
こ
線
虫
防
除
打
合
せ
会

七

日

仔

牛

共

進

会

石

川

八

日

仔

牛

共

進

会

川

東

一
四
日
国
調
県
経
理
検
査

一

七

日

仔

牛

せ

り

石

川川
東

一

八

日

仔

牛

せ

り

二

0
日

農

業

委

員

会

支

所

教
育
委
員
会
（
公
民
館
）

一
日
県
実
験
婦
人
学
級

ニ
・
日
社
会
教
育
委
員
会

・
公
民
館
運
営
審
議
会
‘
.
.

八

日

青

年

学

級

．

．

九

日

県

実

験

学

級

閉

講

式

＿

-
0日
県
外
派
遣
生
実
践
報
告
発
表
会

一
五
日
中
学
校
卒
業
式

一
九
日
玉
川
村
民
芸
大
会

二
三
日
小
学
校
卒
業
式
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中
の
小
針
章
勇
さ
ん
よ

り日
四
号
台
風
の
際
藤
壇
堤

防
の
防
備
に
村
民
が
一

生
懇
命
慟
い
て
居
る
時

県
職
員
の
態
度
が
悪
か

っ
た
。
尚
四
号
台
風
か

ら
二
六
号
台
風
で
欠
潰

す
る
ま
で
何
も
施
策
を

講
じ
て
い
な
い
。

⇔
災
害
常
襲
地
で
あ
る
中

の
河
原
地
帯
の
河
川
改

修
は
ど
う
な
っ
て
お
る

、。カ
臼
乙
字
滝
上
流
に
あ
る
取

水
用
堰
堤
に
有
る
土
砂

排
は
旧
式
で
あ
る
の
で

改
造
し
て
も
ら
い
た
い

木
村
知
事
よ
り

日
県
職
員
が
非
協
力
的
で

態
度
が
悪
か
っ
た
と
云

う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

冦
に
は
事
情
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
調
査
は

致
し
ま
す
が
最
菩
の
努

力
を
し
な
か
っ
た
事
は

県
職
員
の
手
落
ち
で
あ

り
ま
す
か
ら
今
后
注
意

す
る
と
共
に
陳
謝
致
し

ま
す
。

⇔
災
害
常
襲
地
帯
で
あ
れ

ば
改
修
工
事
を
行
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
河

川
改
修
に
は
潰
地
の
問

題
が
あ
り
莫
大
な
潰
地

が
生
ず
る
の
で
反
対
さ

れ
て
固
る
。
最
大
洪
水

量
を
の
む
事
の
で
き
る

河
川
改
修
が
必
要
な
の

だ
が
潰
地
と
か
ら
ん
で

政
治
的
な
堤
防
を
作
る

の
で
洪
水
を
の
む
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
が
あ

る
、
今
后
改
修
工
事
を

行
う
場
合
地
元
の
協
力

を
御
願
い
し
た
い
。

国
県
の
物
で
な
く
電
力
会

社
の
物
で
あ
る
。
現
在

一
ヶ
所
だ
け
自
動
開
閉

扉
が
つ
い
て
お
る
。

大
木
元
村
長
さ
ん
が
発

言
を
求
め
て

本
堰
堤
は
明
治
四
十
年

浜
田
村
の
用
水
堀
と
し
て

作
っ
た
も
の
で
用
水
の
な

い
時
前
田
川
発
電
所
と
し

て
利
用
し
た
も
の
で
あ
り

竜
崎
、
成
田
で
は
保
障
金

を
も
ら
っ
て
お
る
。
洪
水

の
場
合
丸
太
を
抜
け
ば
排

土
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

お
る
が
、
棒
が
な
か
l¥‘

抜
け
な
い
の
で
電
力
会
社

と
話
し
合
い
を
し
て
、
現

在
の
自
動
開
閉
扉
を
設
置

し
た
。

｀

尚
木
村
矧
事
は
新
し
い

時
代
に
新
し
い
方
法
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
石
川
の
土

木
事
務
所
長
さ
ん
と
よ
く

調
査
の
上
相
談
に
の
っ
て

下
さ
い
。

竜
崎
の
小
林
降
次
さ
ん

よ
り農

作
物
の
流
通
対
策
と

県
の
施
策
に
つ
い
て
。

本
県
の
メ
チ
ル
柿
事
件

は
瓶
等
農
民
に
大
き
な
シ

ョ
ク
を
あ
た
い
た
。
此
の

様
な
事
件
は
最
小
限
度
に

く
い
止
め
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

木
村
知
事
よ
り

昨
年
は
小
原
事
件
と
メ

チ
ル
柿
事
件
で
福
島
県
人

鱈
圏
一
園
函
②

ほ
ど
こ
に
行
っ
て
も
散
々

で
し
た
。
誠
に
申
訳
御
座

居
ま
せ
ん
で
し
た
。
面
分

何
千
人
の
内
の
一
人
の
仕

事
な
の
で
早
く
発
見
出
来

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が

ぉ
く
れ
て
大
事
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
°
今
后
は

注
意
致
し
ま
す
。
業
者
の

方
に
も
御
願
い
し
ま
す
が

や
っ
た
人
一
人
で
な
く
全

般
に
関
連
す
る
こ
と
で
す

か
ら
充
分
に
注
意
し
て
載

き
た
い
o

.

竜
崎
の
小
林
孝
光
さ
ん

よ
り

日
交
通
事
故
を
無
く
す
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。

⇔
社
会
保
障
に
つ
い
て
弱

い
者
い
じ
め
を
し
て
途

中
で
生
活
保
障
を
打
切

る
事
の
な
い
よ
う
御
願

い
申
上
ま
す
。

箆
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い

て
市
町
村
長
の
推
選

に
な
っ
て
お
る
が
、
選

出
方
法
を
一
考
し
て
も

ら
い
た
い
。

国
結
核
患
者
の
看
護
を
す

る
者
の
危
険
手
当
を
増

額
し
て
戴
き
た
い
。

木
村
知
事
よ
り

四
十
一
年
度
玉
川
村
農

業
共
済
組
合
が
農
家
に
支

農

家

負

担

掛

金

種

別

水
稲
一
、
究
六
、
全
八
円

麦
翌
八
、
―
―
―
―
二
円

蚕
繭
七
〇
写
、
九
莞
円

共
済
組
合
で
は
現
在
建

物
、
家
畜
共
済
の
加
入
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
組

合
員
の
財
産
を
病
気
や
災

害
よ
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
お
互
に
交
通
道
徳
を
守
守
り
譲
り
あ
っ
て
い
る

る
よ
り
ほ
か
に
手
は
な
、
状
態
は
非
常
に
美
し
い

い
と
思
い
ま
す
。
私
が
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

先
に
沖
繹
に
行
っ
て
来
⇔
社
会
補
償
に
も
限
度
が

ま
し
た
。
そ
の
際
沖
縄
あ
り
ま
す
実
際
に
即
応

も
交
通
量
は
日
本
に
お
し
た
補
償
を
行
い
た
い

と
ら
ず
多
い
の
で
す
が
国
四
共
に
研
究
し
て
見
ま

交
通
事
故
は
非
常
に
少
す
。

い
と
云
う
事
で
す
。
こ
質
問
が
終
い
て
非
常
に

れ
は
沖
羅
は
昔
か
ら
礼
な
ご
や
か
な
内
に
楽
し
い

儀
を
重
ん
ず
る
国
で
あ
話
合
が
出
来
た
の
は
喜
し

る
た
め
お
互
に
礼
儀
を
か
っ
た
で
す
が
御
婦
人
の

昭
祖

g
+
-
1宝
度

払
わ
れ
た
共
済
金
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
9

支

払

対

象

支

払

済

農

家

戸

数

共

済

金

匿
―
―
戸
一
、
翌
ベ
一
―
―
―
〈
0
円

苺
六
戸
1
-
‘
―
―
―
盆
‘
哭
七
円

八0
戸
竺
写
、
翌
＿
円

共
済
掛
金
の
未
納
の
方

は
三
月
末
の
決
算
期
ま
で

に
完
納
さ
れ
る
よ
う
望
ん

で
居
ま
す
。

我
が
村
の
共
済
金
支
払
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r
4
度
就
学
児
童
名

高
小
単
校

(44
名

）

斎

藤

文

子

昇

溝

井

富

美

子

富

治

男

溝

井

丈

樹

光

秋

童
氏
名
仕
護
者
名

矢

吹

幸

太

郎

．

太

郎

出

典

子

浩

車

田

芳

子

敬

助

升

浩

一

鉄

弥

角

田

和

枝

文

弥

升

喜

浩

喜

美

永

林

恵

子

恵

治

―
‘
．
＾
ー

~
q
.
4
:

重

小

針

千

保

子

保

伯

鈴

木

明

美

勝

利

ゎヽ、

岩

谷

啓

昭

啓

康

双

里

孝

昌

光

遠

藤

百

合

子

菊

男

林

浅

三

浅

男

田

裕

子

義

顕

木

洋

子

金

吾

里

美

奈

子

正

次

針

章

洋

章

勇

針

信

江

信

一

田

栄

子

栄

治

倉

康

弘

悦

男

針

恵

津

子

甲

子

男

寺

裕

子

福

喜

林

順

子

一

郎

木

浩

紀

源

男

山

峰

男

寛

一

山

明

美

文

雄

弓

伸

也

喜

代

一

沼

久

男

峯

次

石添車小車鈴鈴溝溝吉

井田田針田木才―ヰ,._,_~ 児小

裕
吉明幸美和重□
久雄司子雄行者

長
嘉四敬裕満ク圭

代
重美弥 名さ正郎 名

曲

山

孝

夫

英

石

井

祐

美

子

庄

曲

山

公

子

丘

真

弓

敏

夫

善

一

車

田

厚

子

喜

衛

倉

鎌

孝

雄

源

三

小
高
小
竜
崎
分
校
(21
名）

佐

久

間

啓

子

倉

太

吉

田

照

美

義

雄

大

竹

進

代

ー

吉

田

志

津

子

ト

ク

大

竹

ま

り

子

照

治

佐

久

間

豊

美

豊

吉

草

野

栄

治

栄

助

小

林

牧

子

清

睛

上

野

忠

一

忠

三

小

林

は

る

子

義

男

小

林

政

徳

正

興

小

林

春

雄

昭

作

小

林

俊

徳

俊

清

草

野

松

男

源

―

―

―

小

林

真

智

子

正

治

小

林

雅

之

仙

治

小

林

元

安

元

春

小

林

和

江

長

重

小

林

恵

美

子

清

和

湯

沢

正

要

三

小

林

初

江

金

一

川
辺
小
学
校

(19
名） 八夫

方
の
発
言
が
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
し
た
。
今
后
種

々
の
問
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
そ
の
際
は
県
の
文

書
広
報
課
へ
文
書
で
送
っ

て
く
る
よ
う
御
願
い
し
ま

す
。
一
回
で
即
刻
実
現
出

来
る
と
は
思
は
れ
ま
せ
ん

が
一
歩
一
歩
実
現
に
努
力

す
る
考
へ
で
御
座
居
ま
す

か
ら
宜
敷
く
御
願
い
致
し

ま
す
。
（
文
責
小
山
田
）
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重吉男吉 郎 雄 治 夫 徳 正勝邦光義一ヱ福 司寿市 進

須
釜
小
学
校

(63
名）

大 根 須 小 大 佐 鈴 鈴 関 関 矢 矢 矢 味 大 鈴 矢小坂

竹 本 藤 針 竹 藤 木 木 根 根 部 部 部 原 和 木 吹針本
す テ 田八み
し、善順幸 Jレ広俊洋一 政玄和光重重政雄ゃ
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釜根田
さ美

井田野木森沢烹森吹森要藤 賀内沢谷谷根根口井野木針辺木根木野枝野吹枝谷谷野谷野野 野谷
目・

ーち佐 幸幸春松春嬰弘義
加千ナみ 美雄 佐
代恵ヲゆ 春 悦弘順江房勇太四吉光 義浩豊康良京智光義 春悦清広利徳安敬

夫子子誠夫子子代子分孝久子子代き孝子子道子子之治郎郎次範勲幸道彦和幸子子徳浩清江子孝美男夫男三
校

義四久春 義 裕 長 米 元 ⑤ 栄嘉正貞計忠忠鶴清道重博房栄辰治吉餞善一勇六康二直金昭辰安哲谷吉吉利義継敬
太 次

勝 郎夫義次 雄作 政良 色吉志男一 寛 継 義 美 夫 義 雄蔵雄男松治郎郎 郎輔男正作夫巳孝男 文定房信男市
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階層区分 ＇定 義^ 負担額（月額）

； A 階涸 牛活保護法による被保護世帯 免除

B_階層
i課前Aの税年課階層世度税帯lJ)世を村帯除き，前年度分の村民税非

// 

. l 民税のうち均等割のみ 550円
一

c階層 2 前税額年度が5分;0の0村0円民未税満のでうあちる所世得帯割課 650円

3 前か年ら5度,0分0の円村以民J::税でのあ所る世得割帯課税額 800円

1,..._, 
所り得N税o.課1税......,世19帯階層所に得段税階年が額あにるよ r,.._,,o7o,o00円0円D階層 I19 

別表 1 児童福祉法の助産施設の費用算定基準 ー．た四十の付経 〇聞地地日る四度さ 0 

t娩こ言悶噂開戸噌胄fl3悶闘 1喜メ゚ 麿謬鰐魯喜註塁釘エ喜悶誓塁塁靡
！給食費― l日 200円． ． 整字請開のれ木の土了長を員六所事‘に 申四

備小願催たた常議木しさ行出日に業昭各 請 十
別表 2 負担金徴収基準額 ・ 方高書さめ請任会常たんい席‘つ申和区 個二

請 東 を れ 去 願 委 に 任 ° の ‘ の 七 い 請 四 よ 所年
願耕審たる書員於委 説熱も日て個十り の度
に地査左二四会て員 明心との‘所二提 現補
つ 内 し記月件に‘会 をな現両去‘年出 地助

四：：：：：：• 一
て一

道‘て修 る堤‘い
路村°工村請防大て
の道 事道願災字゜
工宮 方南書害吉
事ノ 請作に復字
続前 願線つ旧宮
行盆 に道いにノ
に巳 つ 路 て 関 煎
関線 い 改 ° す 堰

王川村母子健康センター費用徴収表

野且〗収閃〗=~~ii~iiiと て 別 会 同ま大
その他 〇送迎用車の負担は従来往復村が負担しておりました よおのに 慶すの

が今後は片道村負担とし入退所いづれか片道は自己 りり御あ にこ実
負担とする取扱いとする 関 ま 配 ら 堪と績

〇主食の米は措置入所食糧管理法との関係もありますので従係す意た えしまを
来どおり入所期間中1日5合の割合で持参していただきます当助を・め まま挙

児 に務ての況うがお徴準金 ず援福るんむ 本 の 施 で 安 低 こ す 税 そ れ る 請 て 設 祉 四 新 す て 金 者 と も対局
童こ な 所 本 者 に ち‘り収がは児°助祉よがこ人費設ぎ全所とがののると中運と法月年がいのへし管のし並
福のる長人のよのそと基＇定別童 さ 法 る 健 と負・用分るで得に大額世方分で営しの一度・‘る軽のま理で深び
祉よ訳がに負っ納の ts:~準め表福 れのにやに担を娩よ衛世な巾に帯々娩すして規日＾そと減サし にあくに
法うで徴通担て税世・つはら一祉 る趣とかなが負をう生帯りによのののがよ県定ツ昭のこを 1て当 り 敬 村
の なす収知額県義帯て別れの法 訳旨 いに り少担すに的の主軽つ所負た‘うのすか和一ろ考ビもつま意民
定点°すしを知務のおき‘とに で に う 育 ‘なす入国な妊す減て得担め認と認るら四環でえフ．日てすをの
めか る福決事者家り一負およ あょ‘て赤 く る め や お 産 ° さ異‘料入可目可助児十とあ努と頃い°表皆
るら こ祉定がの族：まの担りる りっ児らちてた‘県産婦即れり住金所さ下を産童二しり力負利る す様
措‘ と事しそ状の すと 金基 料 まて童れゃ済めそがかかちるま民はされ申得施福年てまし担用村 るに

別表 3
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昭
和
三
十
九
年
二
月
一

日
か
ら
母
子
衛
生
の
向
上

と
福
祉
増
進
を
図
る
た
め

開
設
さ
れ
た
玉
川
村
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
は
関
係
者

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
村
民

の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り

ま
し
て
予
期
以
上
の
成
果

0
全
員
協
議
会

去
る
二
月
二
十
三
日
開

催
左
記
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
な
っ
た
。

一
、
工
場
誘
致
の
件
。

二
、
合
併
記
念
碑
建
立
の

件
に
つ
い
て
。

三
、
各
区
よ
り
提
出
の
昭

和
四
十
二
年
度
補
助
事

業
申
請
個
所
の
見
習
に

つ

い

て

。

以

上

す
る
請
願
に
つ
い
て
。

以
上

置
に
よ
る
入
所
者
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
、
県
外
居

住
の
い
わ
ゆ
る
里
帰
の
妊

産
婦
や
、
村
外
の
妊
産
婦

の
中
で
も
該
当
し
な
い
入

所
者
の
負
担
額
も
当
然
調

整
す
る
必
要
が
生
じ
て
参

り
ま
す
。

更
に
従
来
の
料
金
は
、

昭
和
三
十
五
ー
六
年
頃
の

額
そ
の
ま
A

右
な
ら
え
し

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
ど

う
し
て
も
改
正
し
な
け
れ

三
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
は
、
進
学
や
就
職
の
た

め
住
所
を
移
動
す
る
人
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
毎
年
迷
い
る
郵
便
物

が
ふ
え
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
郵
便
物
が
無
事
届
く

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

一
、
転
居
届
を
必
ず
旧
住

所
の
郵
便
局
へ

転
居
し
た
場
合
知
人
や

友
人
な
ど
に
転
居
通
知
を

ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
セ
ン
タ

ー
設
置
町
村
協
議
の
上
新

年
度
（
昭
和
四
十
二
年
四

月
一
日
）
か
ら
は
別
表
三

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

何
卒
事
情
お
く
み
と
り

い
た
ゞ
き
ま
し
て
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
住
民
課
）

出
す
こ
と
は
ニ
チ
ケ
ッ
ト

で
す
。
こ
れ
と
同
時
に
旧

住
所
の
配
達
受
持
郵
便
局

へ
も
転
居
届
（
通
知
J

が

出
さ
れ
て
い
れ
ば
郵
便
局

で
は
一
年
間
転
居
先
へ
郵

便
物
を
転
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

転
居
届
が
出
て
い
な
い
と

差
出
人
に
返
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・
郵
便
局
で
は
こ
の
転
居

届
の
便
宜
を
は
か
る
た
め

ー
転
居
し
た
ら
|
~

~
郵
便
局
へ
届
出
を
ー

建設課農地災害の入札結果

去る 2月13日農地及び公共土木災害復

旧工事の入札が行はれましたが次の方々

に落札し工事に蒲工しました。 ‘ 

農地青井沢 107,060'円 鈴木利夫

農道合与志 326,000 岩谷忠一

ク小柳作(1号） 144 ,000- 鈴木利夫

ク小柳作(2号） 253,000 鈴木利夫

ク天神(2号） 109,000 尾形量致

公共土木

村道堂乎 (1)1160,000円1熊田藤三郎

ク 堂乎 (2) 250,000 熊田藤三郎

昭
和
二
十
一
年
四
月
十

日
第
二
十
二
回
衆
議
院
選

挙
に
於
て
、
初
め
て
婦
人

参
政
権
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
四
年
労
慟

省
が
主
唱
し
て
婦
人
の
地

位
の
向
上
を
目
標
と
し
て

毎
年
四
月
十
日
か
ら
一
週

間
婦
人
週
間
が
実
施
さ
れ

色
々
な
運
動
と
活
動
が
行

わ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
は
総
選
挙
を
始
め

各
地
方
選
挙
も
行
は
れ
る

年
で
あ
り
婦
人
週
間
の
意

義
も
深
く
な
っ
て
参
り
、

高
度
経
済
社
会
に
お
い
て

さ
ら
に
多
角
的
な
社
会
開

発
の
一
翼
を
に
な
い
個
人

と
し
て
充
実
し
た
人
生
を

築
く
た
め
広
く
「
婦
人
の

能
力
を
生
か
す
」
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
は
社
会
の
働
き
者

と
し
て
又
家
庭
や
地
域
社

会
の
福
祉
の
に
な
い
手
と

し
て
婦
人
に
対
す
る
期
待

郵
便
局
の
窓
口
の
ほ
か
市

町
村
役
場
に
も
依
頼
し
て

転
出
入
手
続
き
の
窓
口
に

も
転
居
届
の
用
紙
と
差
出

箱
を
備
え
て
い
ま
す
の
で

こ
れ
を
利
用
さ
れ
る
と
便

利
で
す
。

尚
転
居
届
を
出
さ
れ
た

場
合
で
も
一
年
を
経
過
す

る
と
転
送
さ
れ
な
く
な
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

主
な
通
信
先
へ
住
所
の
変

更
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

二
、
同
居
人
あ
て
の
郵
便

物
に
肩
書
き
を

ア
パ
ー
ト
、
下
宿
、
問

借
り
同
居
の
方
が
郵
便
を

出
す
場
合
に
は
、
住
所
を

書
く
と
き
に
ア
。
＾
ー
ト
名

(
0
0荘
）
同
居
先
又
は

下
宿
先
の
世
帯
主
の
氏
名

「
0
0方
」
等
の
肩
書
き

を
必
ず
書
い
て
下
さ
い
。

又
差
出
人
も
こ
れ
ら
の
方

々
に
あ
て
る
郵
便
に
は
必

ず
肩
書
き
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
居

り
同
時
に
婦
人
の
意
識
や

生
活
も
大
き
く
変
っ
て
生

き
が
い
の
あ
る
生
き
方
や

自
己
の
生
活
の
充
実
へ
の

関
心
と
意
欲
が
高
ま
っ
て

居
る
今
日
婦
人
の
能
力
を

育
て
こ
れ
を
役
立
て
る
事

が
国
家
社
会
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
本
年
度
婦
人
週
間
の

運
動
事
項
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
居
ま
す
。

日
社
会
の
進
展
と
婦
人
の

生
活
の
変
化
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
る
。

⇔
婦
人
の
も
つ
可
能
性
を

（
開
発
し
て
、
生
活
の
い

ろ
い
ろ
の
場
で
活
用
す

る。

国
婦
人
の
能
力
を
社
会
的

に
生
か
す
こ
と
4
家
庭

の
福
祉
調
和
の
問
題
に

l
.
 

つ
い
て
考
へ
る
。

労
働
省
婦
人
少

年
室
協
助
員
~
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心
に
も
「
か
ぎ
」

L

子
供
の
行
動
に
注
意
し
ま
し
よ
う
]

寒
い
冬
の
季
節
か
ら
解
放
さ
れ
る
三
月

ほ
、
こ
れ
ま
で
の
緊
張
感
が
ゆ
る
む
た

め
、
犯
罪
や
事
故
の
増
加
が
目
立
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
三
月
は
学
年
末
に
あ

た
る
た
め
、
ち
よ
っ
と
し
た
失
敗
や
刺

激
が
も
と
で
少
年
の
不
良
化
や
家
出
が

目
立
つ
外
ぐ
れ
ん
隊
や
暴
力
団
に
よ
る

暴
力
行
為
が
み
ら
れ
る
と
き
で
す
。

こ
の
た
め
を
厳
重
に
し
隣
近
所
に

県
で
は
三
月
も
留
守
を
頼
ん
で
お
き

か
ら
各
方
面
ま
す
。

の
協
力
の
も
②
一
般
家
庭
に
比
べ
て
団

と
に
春
の
防
地
は
犯
罪
が
増
加
す
る

犯
運
動
を
展
開
し
こ
れ
ら
傾
向
に
あ
り
ま
す
、
そ

の
犯
罪
や
事
故
の
防
止
に
こ
で
こ
れ
ら
に
あ
っ
て

っ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
は
隣
近
所
と
相
談
し
て

い

ま

す

。

相

互

連

絡

用

の

防

犯

ベ

一

、

あ

き

す

の

予

防

ル

等

を

備

え

つ

け

て

犯

①
た
と
え
家
族
が
家
に
い
罪
に
備
え
る
こ
と
。

.＂る
と
き
で
も
玄
関
な
ど
⑧
大
金
は
で
ぎ
る
だ
け
家

出
入
口
は
カ
ギ
を
か
け
に
お
か
な
い
よ
う
に
し

て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
や

た
外
出
す
る
際
は
必
ず
む
を
得
ず
お
く
と
き
は

留
守
番
を
お
く
よ
う
に
現
金
や
通
帳
、
印
鑑
な

い
し
そ
れ
が
出
来
な
い
と
ど
の
貴
重
品
は
必
ず
分

き
は
わ
ず
か
の
時
間
で
散
し
て
し
ま
っ
て
お
く

あ
っ
て
も
必
ず
戸
締
り
こ
と
。
ま
た
不
幸
に
し

皆目＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
1111 
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1111111 
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』

北

海

道

の

旅

②
溝

井

一

郎

mI

-
バ
ス
を
り
て
熱
気
こ
も
ら
う
火
の
山
を
見
上
-

皿
ぐ
る
と
き
に
煙
は
な
び
く
（
昭
和
新
山
）

皿
汗
あ
へ
て
登
る
火
の
山
足
う
ら
に
草
履
の
上
ー

一
ゅ
温
度
を
威
ず

呻
火
を
噴
け
る
処
々
を
渡
り
ゆ
き
新
山
よ
り
見
＇
一

一
下
す
洞
爺
湖
の
反
射

一
修
道
女
窓
よ
り
空
を
眺
め
を
り
愛
欲
の
き
づ
』

一
な
た
ち
き
れ
ざ
ら
ん
（
修
道
院
）

，’

一
修
道
女
黒
き
マ

7
ラ
を
被
り
を
れ
ど
人
問
な
皿

一
れ
ば
振
り
か
へ
り
た
り

=＝＝＝=-＝＝＝＝-=＝＝-＝-m-l-＝＝＝＝＝＝＝＝-m-=＝＝＝-m-＝＝＝-=“ 

ベ

を

竜蒜部
て
被
害
に
か
ゞ
っ
た
時

ほ
現
場
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
直
ち
に
警
察
へ
届

け
出
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
少
年
非
行
の
防
止

非
行
や
家
出
が
多
い
学

年
末
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
各
家
庭
で
は
と
く
に

次
の
点
に
注
意
し
て
下
さ

、。
し①

学
年
末
は
子
供
等
に
と

っ
て
も
．っ
と
も
心
の
動

揺
の
多
い
時
期
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
子
供
に

＇

対
す
る
盲
愛
、
無
理
解
ン

過
大
な
期
待
は
、
子
供

の
行
動
を
大
胆
に
し
、
、

ま
た
、
大
き
な
心
の
負

担
に
も
し
ま
す
。
両
親

の
正
し
い
理
解
と
適
切

な
指
導
が
強
く
望
ま
れ

る
時
期
で
す
o

.

②
子
供
が
非
行
に
陥
っ
て

補
導
を
受
け
た
と
き
大

部
分
の
親
等
は
「
う
ち

の
子
供
に
か
ぎ
っ
て
そ

ん
な
事
を
す
る
．は
ず
が

な
い
」
と
申
し
立
て
ま

す
°
非
行
に
陥
る
前
に

は
必
ず
何
ら
か
の
き
ざ

し
、
た
と
え
ば
、
言
葉

ず
か
い
、
服
装
、
持
物

な
ど
が
変
わ
っ
た
り
、

無
口
や
反
抗
的
に
な
っ

た
り
、
夜
の
外
出
が
多

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
で
す
か
ら

子
供
の
行
動
に
常
に
気

を
配
っ
て
も
ら
い
た
い

•
も
の
で
す
o

.
9•• 

③
家
庭
は
子
供
に
と
っ
て

続

柄

孫ク

llI-＿＿

-
n
-
l
i
-＿

＿
＿
_
＿
＿
＿

-
1
ー
：
一

n-l-i-
―

11

寒

造

り

関

根

栖

泉

Ill

一
Ill

し

ん

し

ん

と

も

り

あ

ぐ

泡

の

寒

造

り

一

i

叫

塵

桶

に

わ

め

き

て

酒

生

る

＿
 

血

か

た

く

な

に

杜

氏

の

訛

り

寒

造

り

11

目

つ

む

り

て

春

雨

聴

け

る

石

仏

＿
 

l

小

言

き

く

猫

の

め

ま

ろ

し

春

の

泥

血
，
先
月
号
の
初
霜
の
•
•
…
•
ほ
初
霞
川
面
に
陽
気
な
泡
の

た
つ
の
誤
り
に
付
御
わ
ぴ
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。
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t

最
大
の
安
易
の
場
で
す
る
か
ら
で
す
。
家
族
全

そ
れ
に
も
か
A

わ
ら
ず
員
が
顔
を
そ
ろ
え
て
、

無
断
で
家
庭
か
ら
と
び
楽
し
く
話
し
合
う
機
会

出
す
の
は
親
や
家
族
全
を
多
く
も
つ
よ
う
に
す

体
に
信
頼
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
人
学
の
児
童
を

交
通
事
故
訳
守
り
ま
し
ょ
う

こ
ど
も
の
交
通
事
故
は

近
年
増
加
の
傾
向
を
し
め

て
い
ま
す
。
こ
と
に
こ
れ

か
ら
は
交
通
量
が
一
層
増

加
し
て
来
ま
す
し
初
め
て

親
の
手
許
を
離
れ
て
小
学

校
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、

に
通
ぅ
子
供
を
も
つ
家
庭

で
は
交
通
教
育
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
戴
き
た
い
も

の
で
す
。

仝
竺
庭
で
の
生
き
た
教
育

を
・

話
し
て
聞
か
せ
る
だ
け

で
な
く
街
の
中
で
、
あ
る

い
は
t
(

ス
の
中
で
、
実
際

に
何
回
も
く
り
返
し
て
交

通
ル
ー
ル
の
知
識
を
身
に

為
落

出

生

児

氏

名

生

真

弓

誠

崎

仁

井

田

智

恵

子
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

2
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

世
帯
主
名

富
久
治

勝

．美

ク吉北岩蒜小部
須法
釜寺生高落 ご

逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
一
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死
亡
者
氏
名
世
帯
主
名

藤

田

光

一

主

真

弓

ナ

ヲ

勝

矢

吹

右

馬

二

好

鈴

木

光

善

主

矢

吹

藤

雄

ク

有

賀

ト

ッ

金

け

さ

を

る

こ

と

①
子
供
を
見
た
ら
赤
信
号

と
考
え
、
必
ず
除
行
す

_
＿
、
学
校
か
ら
帰
つ
て
か

る

ら
の
指
導

①
お
使
い
に
出
す
と
き
は
②
学
校
幼
稚
国
な
ど
の
近

必
ず
交
通
安
全
に
つ
い
く
の
交
叉
点
や
曲
り
角

て

指

渾

す

る

で

は

、

子

供

の

飛

び

出

②
遊
び
場
所
は
安
全
な
場
し
に
と
く
に
注
意
す
る

所

を

指

定

す

る

⑧

大

丈

夫

、

よ

け

て

く

れ

三
、
車
を
運
転
す
る
方
に
る
だ
ろ
う
と
い
う
安
易

注
意
し
て
も
ら
い
た
い
な
考
え
で
運
転
し
な
い

lt=＝=＝＝
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一
御
存
じ
で
す
か
村
営
住
宅
学
校
一

一
建
設
の
御
手
伝
い
を
す
る
簡
易
保
険
一
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新
し
く
建
設
さ
れ
た
村
て
建
築
し
た
も
の
で
あ
り

営
住
宅
蕨
岡
団
地
の
前
に
村
営
住
宅
、
開
山
団
地
、

白
い
看
板
が
目
に
つ
く
と
舘
下
団
地
、
北
宿
団
地
、
泉

思

い

ま

す

。

中

学

校

、

須

釜

中

学

校

の

此
の
住
宅
の
建
設
費
は
屋
内
体
操
場
、
或
は
技
術

皆
さ
ん
が
積
立
て
た
簡
易
室
等
も
此
の
融
資
を
受
け

保
険
の
還
元
融
資
を
受
け
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

‘̀, 
.• 

,
 
．．
 
'‘‘‘,‘‘‘、冒
．．
 
，．重，
．．
 
，‘‘‘.：‘,‘、¥,ク
.. i
・鴫
●
i
2

・ヽ9
ヽ

先
月
の
日
誌
よ
り
二
月

,̀.'̀‘ 
.. )．̀ ．．
． 

疇
3
.
.
 

’`g4.5̀‘,̀'‘ 
.. 鬱e
‘ヽ.,‘
.. ：‘.m̀:‘ 
... ̀
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11・

，一
i
-

合
併
記
念
碑
建
立

1
1
・
1
0

国
道
―
一
八
号
線

常

任

委

員

会

拡

張

工

事

予

定

線

説

明

―
―
•
六
鉤
虫
病
対
策
検
便
会

竜

崎

地

区

―

―

・
1
0

自
作
農
協
会
役
員

―
―
.
-
―
―
―
合
併
記
念
碑
建
立

―
―
・
ボ
ー
八
石
川
地
方
青
年
会委

員
会

学
級
生
研
究
会

農
地
災
害
入
札

―
-
・
-
〈
村
議
会
全
員
会
議

-
＿
•
西
月
例
監
査

補
助
申
請
個
所
現
地
調

遣
族
援
護
相
談
会

査

西

部

1
1
•
1
六
経
済
土
木
常
任
委

―

―

・

七

東

部

員
会

—-• 

1
1
0

農
業
委
員
会

―
-
・
―
―
―
―
土
地
改
良
区
理
事

会
き
―
―
―
―
村
議
会
全
員
協
議

会公
民
館
主
催
の
囲
｀

碁
、
将
棋
大
会

玉
川
村
民
碁
将
棋
大
会

は
去
る
二
月
十
一
日
午
前

九
時
よ
り
玉
川
村
公
民
館

次 夫衛

昭高父母
七義
のの
父 父

続

柄

つ
け
さ
せ
る
事
が
大
切
で

す
。
具
体
的
に
次
の
こ
と

を
指
導
し
て
下
さ
い
。

一
、
通
学
道
路
で
の
指
導

①
道
路
、
交
通
の
状
況

＇

②
危
険
な
個
所
は
ど
こ
か

③
道
路
の
安
全
は
横
断
の

し
か
た
（
踏
切
り
の
渡

り
方
）

④
信
号
機
や
横
断
歩
道
な

ど
交
通
安
全
施
設
の
正

し
い
利
用
の
し
か
た

⑤
集
団
で
の
歩
き
方

⑥
自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
判
断
を
身
に
つ

// 

芋:~t 靡ぐ謳畠拿貫 t 畠誓〗名言と喜虚芯哀互誓 ―置I且譴iり＇三ニーB三ニー醤三ニーB三ニー翡り品
さ広た発い成致こ初農もれいかく交とし力",,若人 位位位級位位位の位位位級位位位の 催
れ報°行う年しそ年業忙る....らす通入いい入人のと業窓す流とす.... 部 部・成
ば係村のち度ま希度構がと長充こ事思日父圏を第学のの...,.れ春°い溝遠添小橋車 小我添小管関 績
幸ま内運に末し望の造し家い分と故いを母入祝 一窓月雪ほ込の窓よ ← 、A 針 A は
いでのび今整ょに仕改 く 事 冬 注 の に ま 送 の 学 福歩を中三たん息を〈 井藤田 針本田級針妻田 千野根級 次
で御二と月理う向事善なもか意な幼すつ方をしを巣学月るで吹あ
す知ュな号と▼ っ 始事り野らしいいがて々目て踏立高しまの来きけ春

貞 菊 良 六 鉄 永 安 義 代 邦 の
之と

° ら lり も 忙 予 て め業ま良開てよ命恐おも前下みち校卒光まがるで光男昭郎男男 司ー一助雄栄 お




